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Abstract 
This paper is a translation from chapter vi，“Oxford and the Tracts for the Times'" in The 
Spirit of The Oxford Movement by C. Dawson 
My main reason for translating it is that it describes clearly and honestly the very begin 
ning of the rnovement and the mutual relationship among the young mernbers. The Oxford 
Movement (1833.1845) was set about by the theologians of Oxford University on beha!f of the 
Anglican Revival 
At that time the Anglican Church was faced with the crisis of the looseness of its rules and 
attacks from Liberal thought and Catholicism. 1. Keble's famous assize sermon on“National 
Apostasy" (1833) set the movement on fire. Among the members main ones were J. Keble 
(1792.1866)， R. H. Froude (1803.36)， 1.H. Newman (1801.90) who was a powefulleader as 
well as well as a very lyrical poet. They tried to inspire life into the Anglican Church accord. 
















































































































































































































































































































































































(1) TheοザordM即 ement，pp. 139.141 
(2) Sermohs， Acαdemicalαnd Occasi捌 α1.p. 134 
(3) この文は、キーブルが・週間後「説教」を印刷する準備の段階で、その「説教」につ
け加えた「序」の結論部にあたる。
(4) Lyra A仰stolica，CXLIX，“Church and King'¥ 
(5) ニュー マン、 Lefters，etc， 1， p. 387 







(8) Tモズレー、 Reminiscences，!， p， 313 
(9) たとえば最初の 2つのトラクトのいずれかの結論部とフルードの1833年7月の Brit.
ish Magazineの原稿とを比較せよ O この類似は、トラク卜 8の著作権が、無頓着にニュ
ーマン、ブルード両者に帰せられたとし寸事実による。フルードの特徴的文体を示すト
ラクト59は、 Re1加問sの中で、彼の“Remarkson State !nterference in Matters Spiritual" 
の結論部として記載されている。











供するものとして受け入れられた。 Reminisc問 ces!， p. 408 
(12) パーマー、 Narrativepp. 211.212，抗議の手紙として p.210.225←228を参考にせよ。
(13) パーマーはニューマンと共同して 1冊のトラクト (No.15) を寄稿した。これはフル
ードが非常に強い苦情を示したトラクトであった。
(14) フルー ド、への手紙、 9月18日(Letters，!. p. 402) 
(l日 「同手紙Jpp409-412 
(1日 「同手紙Jpp420-423 (11月13日)
(1司 「同手紙Jp426およびブルードの Re閉山町， !， pp.331-333 (11月17日)
(1副 「同手紙J pp429-430 (11月22日)
仕掛 Letters， I. p. 67 
側 ParochalSermons n， xviii (Mysteries in Religion)， 
倒的storicalStudies 1， ， 76この比較は、故ルイーズ.イモージン.ギニイによる H.7 
ルードについての彼女の本p.166 (1904年)で指摘された。
〔訳者註〕
(一) オックスフォード運動 The Oxford Movement 
英国国教会のJ，キーブル(1792-1866)のオックスフォードにおける「国民的背教」
と題する説教(1833年7月14日)を端緒として起こったイギリスの宗教刷新運動、この































































ラスがExplicatiogravissimae zuaestionis (W最も重要な問題の解説J) において教会も
国家主権に従属すべきを主張したことからこの名で呼ばれるようになった。
(十一)z 国教会体制派の人を指す (0.E.D “z"の項参照)。
(十二)ナジアンゾスの聖グレゴリウス (329頃-89/90)
カパドキア三教父のひとりで、「クリスチャン・デモステネス」と呼ばれた雄弁な説
教家であり、東方教会の四大博士の一人、「神学者」と呼称された正統派教父であった。
父も同名でカパドキアのナシアンゾス (Nazianzos)の主教。彼はカパドキアのカイザリア、
パレスチナのカイザリア、アレキサンドリア、アテネ等で勉学、アテネ時代の学友の大
バシリウス、後の背教者ユリアヌス帝 (355)がいた。
(十三)カパドキアのパシリウス (330頃←79)
カパドキア三教父の一人で大パシリウスと呼ばれる。カパドキアのカイザリア、コン
スタンテイノポリス、アテネ当時最高の教育を受けた。修辞学を教えていたが、信仰篤
い姉のすすめで修道生活に入り、シリア、エジプト、パレスチナを遍歴、のち、ネオ・
カイザリア付近のイリス河畔に隠者として定住 (358)、ここでナジアンゾスのグレゴリ
オスと旧交を温め、ともに宣教にたずさわった。
(注は、『キリスト教大事典~ (教文館)、『キリスト教史J(講談社)、『世界大百科辞典』
(平凡社)等を参考とした。)
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